
家庭的保育事業等一覧整理表 資料３

A型 B型 C型

０歳～２歳

１人～５人 ①６人～１０人 地域枠を設定 １人～５人

家庭的保育者（+家庭的保育補助者）
*家庭的保育者とは必要な研修を修了し、
保育士と同等以上と市長が認める者
*家庭的保育補助者とは市長な研修を修
了し、市長が認める者

保育士
（保健師又は看護師を
一人に限り保育士と
みなすことが可）

保育士（+保育従事者）
*保育士割合は1/2
*保育従事者は研修修了者
*保健師又は看護師を一人に
限り保育士とみなすことが可

家庭的保育者
（+家庭的保育補助者）

【定員２０名以上】
小規模Aと同様

【定員１９名以下】
小規模Bと同様

家庭的保育者

3：1
（家庭的補助者を置く場合は5：2）

0～2歳児　3：1
補助者設置の場合は5：2

【定員２０名以上】
０歳児　　　3：1
１・２歳児　　　6：1
３歳児　　　　20：1
４歳児以上　30：1

　
【定員１９名以下】上記+1名

1：1

保育室等
　保育を行う専用居室　１人３．３㎡
　部屋自体は９．９㎡必要

　保育を行う専用居室
　１人３．３㎡

　乳児室　1人1.65㎡
　ほふく室　１人３．３㎡
　保育室又は遊戯室　1人1.98㎡

運営に必要な広さを有す
る専用の区画、設備、備
品を備える

屋外遊技場
２歳児以上　１人３．３㎡
同一敷地内に遊戯等に適した広さの庭（付
近の代替地可）

設　備

　【定員２０名以上】調理室

　【定員１９名以下】調理設備

職　員

耐火基準
・火災報知器及び消火器を設置
・消火訓練及び避難訓練を定期的に実施

施　設 　定員２０名以上は連携なしでも可



内　容 　定員１９名以下は同左

嘱託医

経過措置 ①５年を経過するまでの間は６人～１５人
②５年を経過するまでの間は連携施設を確保しないことができる

障がい児等を受入れる場
合には障がい児入所支
援施設との連携が必要

嘱　　託　　医

調　理　設　備

②保育所・幼稚園・認定こども園

６人～１９人

０歳児　　　3：1
１・２歳児　　　6：1
３歳児　　　　20：1
４歳児以上　30：1
　　　　　　　+１名

　乳児室又はほふく室　１人３．３㎡
　保育室又は遊戯室　　1人1.98㎡

保育内容の支援・卒園後の受皿

２　歳　児　以　上　１人３．３㎡（付近の代替地可）

自　園　調　理　（外部搬入可）

調理員（委託及び外部搬入の場合不要）

・非常警報器具又は非常警報設備及び消防機関へ火災を通報する設備を設置
・カーテン、敷物、建具等が防火処理されていること

家庭的保育事業
小規模保育事業

事業所内保育 居宅訪問型保育事業項　　　目

対象年齢 ０歳～２歳

連　　携

利用定員

保育従事者

職　員　数

給　　食

設備・面積


